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７
月
４
日
（
土
）
新
潟
駅
前
ガ
レ
ッ

ソ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
４
回
地
区
労

福
協
代
表
者
会
議
を
16
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

牧
野
理
事
長
よ
り
「
本
年
の
県
労
福

協
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
出
席
者
を

絞
っ
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
本
日
の
会

議
に
お
い
て
、
今
後
の
地
区
労
福
協
活

動
の
取
り
組
み
の
意
思
統
一
を
お
願
い

し
た
い
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
①
２
０
２
０
年
度

県
労
福
協
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
②
地

区
労
福
協
の
活
動
お
よ
び
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
対
応
方
針
（
案
）
に
つ
い

て
、
③
新
潟
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
と
の

連
携
事
業
に
つ
い
て
、
提
案
し
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
②
に
つ
い
て
は
、
事
業
検
討

委
員
会
の
最
終
報
告
を
踏
ま
え
、
地
区

労
福
協
事
務
局
長
の
配
置
の
あ
り
方
や
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
電
話
相
談
の

対
応
な
ど
重
要
な
課
題
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
協
議
日
程
や
会

議
等
の
予
定
を
示
し
、
次
年
度
の
総
会

に
地
区
労
福
協
の
活
動
に
つ
い
て
の
方

向
性
を
確
立
で
き
る
よ
う
、
論
議
を
深

め
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

 ⋮
⋮
⋮
⋮
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９
月
19
日
（
土
）
新
潟
駅
前
ガ
レ
ッ

ソ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
５
回
地
区
労

福
協
代
表
者
会
議
を
16
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

牧
野
理
事
長
よ
り
、
「
７
月
に
開
催

し
た
、
第
４
回
の
会
議
に
引
き
続
い
て
、

今
後
の
地
区
労
福
協
活
動
の
具
体
的
取

り
組
み
の
意
思
統
一
を
お
願
い
し
た
い｣

旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
①
地
区
労
福
協
の

活
動
お
よ
び
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
対

応
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
、
前
回
の
会

議
を
受
け
修
正
し
た
箇
所
を
中
心
に
提

案
し
率
直
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１
年
10
月
１

日
か
ら
「
新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
の
名
称
で
県
内
一
か
所
（
長

岡
地
区
労
福
協
内
）
と
し
、
電
話
相
談

の
み
と
す
る
方
向
性
を
全
体
で
確
認
し

ま
し
た
。
地
区
労
福
協
事
務
局
長
の
選

出
に
つ
い
て
は
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
今
後
も
県
退
職
者
連
合
な
ど
の
役

員
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
取
り
組
む
方

向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
11
月
開
催
予
定
の
県
労
福

協
理
事
会
に
提
案
・
確
認
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
、
参
加
者

全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

（2020年7月末現在）

41,044件   60,094,618,751円

10,101件 118,172,324,475円

51,145件 178,266,943,226円

︻
第
４
回
・
第
５
回
︼
地
区
労
福
協
代
表
者
会
議

～
地
区
労
福
協
の
活
動
お
よ
び
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
対
応
方
針
の
論
議
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■
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」

�
豪
雨
の
被
災
地
へ

７
月
13
日
（
月
）
連
合
新
潟
は
、
豪
雨
災

害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
、
熊
本
県
（
３
，

０
０
０
枚)

、
福
岡
県
（
１
，
５
０
０
枚)

、

長
野
県
（
３
２
０
枚
）
の
労
福
協
に
対
し
て
、

計
４
，
８
２
０
枚
の
マ
ス
ク
を
贈
り
ま
し
た
。

連
合
新
潟
は
、
政
府
か
ら
配
ら
れ
不
要
に

な
っ
た
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
を
有
効
活
用
し

よ
う
と
、
マ
ス
ク
の
寄
付
を
組
合
員
か
ら

募
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
被
災

地
に
お
い
て
マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
と
の

情
報
も
あ
り
、
感
染
防
止
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
に
、
県
労
福
協
を
通
じ
て
贈
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

発
送
式
で
、
連
合
新
潟
牧
野
会
長
（
県
労

福
協
理
事
長
）
か
ら
、
「
各
労
福
協
で
有
効

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

■�

支
援
物
資
（
マ
ス
ク
）
に

�

対
す
る
御
礼

７
月
27
日
（
月
）
連
合
熊
本
（
友
田
会

長
）
は
、
人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
芦
北

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
連
合
新
潟
・
県
労

福
協
が
送
付
し
た
支
援
物
資
（
マ
ス
ク
）
を

届
け
ま
し
た
。

現
地
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
県
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
梅
雨
明
け
後
の

暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
の
発
症
等
に
も
十
分
な

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過
酷
な
状

況
に
あ
り
、
高
齢
者
、
独
居
老
人
の
方
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
大
変
な
状
況
下

に
あ
り
ま
し
た
。

連
合
新
潟
・
県
労
福
協
の
対
応
に
感
謝
の

メ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

(一財) 新潟ろうきん福祉財団

ろうきん財団の活動・詳細は、ホームページでも発信しています。 https://www.zaidan-hukushi.or.jp

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、親の失業や収入面等でよりきびしい
生活環境が予想されることから、返還義務のない「緊急応援奨学金」の追加給
付を実施しました。
　支給対象者は、当財団で大学・高校奨学金の給付を受けている大学生（４年
生）に１人当たり10万円、高校生（１年生・２年生・３年生）に１人当たり
５万円を支給しました。

〒950-0965　新潟市中央区新光町6番地2 勤労福祉会館4階
TEL/025-288-5273　FAX/025-288-5274
e-mail/info@zaidan-hukushi.or.jp

大学・高校奨学生に「緊急応援奨学金」を給付

新型ウイルスによる影響を踏まえて緊急特別支援策を実施！！

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、NPOや市民団体等の活動が制限
され受諾事業の削減等により、組織の継続が困難な団体も発生しているこ
とから、「緊急特別地域助成金」を給付しました。
　助成対象団体は、ろうきん全店より推薦を頂いた57団体に総額500万円
を給付しました。

NPOや市民団体等に「緊急特別地域助成金」を給付

【連合熊本：友田会長より人吉市社協へ贈呈】

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
支
援

が
ん
ば
れ
熊
本
！！
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７
月
16
日

(

木)

東
部
ブ

ロ
ッ
ク
労
福

協
第
２
２
７

回
幹
事
会
が

長
野
県
長
野

市
・
長
野
ホ

テ
ル
犀
北
館

で
18
名
が
参

加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
度
事
業
団
体

責
任
者
会
議
も
開
催
す
る
予
定
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
勘
案

し
て
中
止
と
し
ま
し
た
。

幹
事
会
で
は
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の

リ
ー
ダ
ー
塾
の
中
止
な
ど
、
当
面
の
行
事
の

対
応
方
針
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
12
月
２
日
開
催
予
定
の
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
第
55
回
定
期
総
会
（
新
潟
開
催
）
に

つ
い
て
は
、
総
会
の
み
の
開
催
と
し
、
職
員

研
修
は
中
止
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
新
潟
労
福
協
と
し
て
、

事
業
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告
に
つ
い
て
説

明
し
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
新
潟
県

フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
、
未

使
用
マ
ス
ク
の
取
り
組
み
結
果
（
熊
本
県
・

福
岡
県
・
長
野
県
に
送
付
）
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

９
月
17
日
（
木
）
自
治
労
会
館
に
お
い
て
、

第
３
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
の
ひ
ろ
ば
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
で
は
３
カ
所
に
お
い
て

13
名
が
リ
モ
ー
ト
開
催
（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
）

に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
今
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
」
障
が
い
者
福
祉
に
対
す
る
固
定
観

念
を
外
し
可
能
性
を
引
き
出
す
講
師
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

講
師
は
、
竹
中
ナ
ミ
氏
（
社
会
福
祉
法
人

プ
ロ
ッ
プ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
理
事
長
）
、
山

中
し
の
ぶ
氏
（
中
央
労
福
協
副
理
事
長
・
電

機
連
合
中
央
執
行
委
員
）
、
南
部
美
智
代
氏

（
中
央
労
福
協
事
務
局
長
）
、
司
会
は
、
榎

本
朋
子
氏
（
中
央
労
福
協
監
事
・
自
治
労
中

央
執
行
委
員
）
で
し
た
。

一
部
音

声
が
小
さ

く
、
聴
き

取
り
に
く

い
と
こ
ろ

が
あ
り
、

今
後
の
反

省
材
料
と

な
り
ま
し

た
。 中

央
労
福
協
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
３
回
女
性
の
ひ
ろ
ば

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
２
７
回
幹
事
会
報
告
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７
月
30
日
（
木
）
新
潟
市
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
、
新
潟
県
総
合

生
協
第
66
回
通
常
総
代
会
お
よ
び
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本
部
第
３
回
組
合

員
代
表
者
会
議
が
、
３
１
４
人
（
出
席
：
54

人
、
委
任
状
：
６
人
、
書
面
議
決
：
２
５
４

人
）
の
総
代
（
組
合
員
）
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

小
野
塚
理
事
長
（
本
部
長
）
か
ら
、
「
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
理
念
で
あ
る
『
み

ん
な
で
助
け
あ
い
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
社

会
づ
く
り
』
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。
そ

の
た
め
に
は
、
各
種
取
り
組
み
の
目
標
達
成

に
向
け
役
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
加
盟

組
織
・
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
強
く
連
携
し
、

『
声
な
き
声
を
聞
き
取
る
力
量
』
を
高
め
る

７
月
28
日
（
火
）
新
潟
市
中
央
区
「
ガ

レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
会
員
組
織
地

区
代
表
の
40
名
の
代
議
員
が
参
加
し
、
第
28

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
川
会
長
の
挨
拶
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
変
則
的
な
大
会
と
な
っ
た
こ
と
、
退
職

者
連
合
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
年
金
、
医
療
、

介
護
関
係
に
つ
い
て
の
所
信
が
個
別
具
体
的

に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

齋
藤
事
務
局
長
の
活
動
方
針
案
提
起
で
は
、

「
労
福
協
運
動
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
県
労

福
協
最
終
報
告
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
地
区

労
福
協
の
活
動
に
関
し
て
、
県
労
福
協
と
協

議
を
進
め
、
地
区
労
福
協
活
動
推
進
に
努
め

た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
、
役

員
改
選
に
お
い

て
は
、
今
回
の

大
会
が
変
則
的

な
大
会
と
な
り

任
期
は
１
年
と

す
る
と
の
説
明

が
あ
り
、
早
川

会
長
、
齋
藤
事

務
局
長
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
る
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
が
、

新
潟
県
は
日
本
一
の
推
進
本
部
を
目
指
す
取

り
組
み
を
進
め
る
」
と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
本

年
度
は
役
員
改

選
年
で
は
な
く

役
員
交
代
に
よ

る
理
事
（
代
表

委
員
）
１
名
の

み
の
補
充
選
任

と
な
り
ま
し
た
。

新潟推進本部（新潟県総合生活協同組合）

新
潟
県
退
職
者
連
合

第 
28 

回 

定 

期 

大 

会

こ
く
み
ん
共
済
ｃｏｏｐ

新
潟
県
総
合
生
活
協
同
組
合
第
66
回
通
常
総
代
会
お
よ
び

�

こ
く
み
ん
共
済ｃｏｏｐ
新
潟
推
進
本
部
第
３
回
組
合
員
代
表
者
会
議
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９
月
12
日
（
土
）
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
い
が
た
」
第
３
回
総
会
が
「
新
潟

テ
ル
サ
」
に
お
い
て
、
56
名
（
出
席
15
名
、

委
任
状
41
名
）
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業
報
告

（
受
取
量
・
約
51
ト
ン
、
受
渡
量
・
約
40
ト

ン
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
が
働
き

掛
け
、
新
た
に
６
地
区
（
五
泉
・
加
茂
・
見

附
・
上
越
・
村
上
・
佐
渡
）
で
の
フ
ー
ド
バ

ン
ク
が
立
ち
上
が
っ
た
と
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
症
に
よ
り
、
急
遽
、
急
激
な
社
会

的
・
経
済
的
困
窮
に
よ
り
日
常
生
活
が
失
わ

れ
た
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
緊
急
支
援
の

た
め
「
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
絡
協
議

会
」
を
発
足
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策　

子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
各
地
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
連

携
と
深
化
を
は
か
っ
て
き
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
で
は
、
①
今
後

は
、
各
セ
ン
タ
ー
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
直

接
個
人
に
も
支
援
す
る
。
②
各
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
は
予
算
に
基
づ
き
独
立
採
算

制
を
と
る
。
③
本
部
機
能
を
県
央
セ
ン
タ
ー

（
事
務
局
長
在
籍
場
所
）
に
完
全
移
行
し
、

会
員
お
よ
び
関
係
機
関
に
対
し
告
知
す
る
。

④
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
め
ざ
し
て
、
賛
助
会

員
と
寄
付
者
で
年
間
１
０
０
人
以
上
の
獲
得

（
会
費
３
，
０
０
０
円
）
を
め
ざ
し
て
活
動

を
進
め
る
な
ど
提
案
し
、
各
提
案
に
つ
い
て

満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
は
役
員
改
選
年
で
は
な
く
引

き
続
き
高
見
理
事
長
を
中
心
に
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
と
し
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
参 

考
】

　

「
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
絡
協
議
会
」

活
動
お
よ
び
寄
付
等
の
現
状(

８
月
末
現
在)

①�

支
援
状
況
：
県
内
約
１
０
０
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
、
毎
月
約
１
，
０
０
０
件

（
親
子
３
，
０
０
０
人
）
直
接
・
間
接
的

に
配
達
、
配
布
の
実
施
。

②
寄
贈
食
料
：
約
40
ト
ン

③
寄
付
金
約
：
１
，
５
０
０
万
円

④
助
成
金
約
：
２
，
５
０
０
万
円

⑤
エ
ア
コ
ン
：
１
０
０
台
㈱
コ
ロ
ナ
よ
り
寄
贈

※�

支
援
総
額
＝
食
料
１
キ
ロ
６
０
０
円
と
換

算
し
約
２
億
４
千
万
円
、
エ
ア
コ
ン
総
額

　

約
２
千
万
円
、
活
動
支
援
総
額
約
３
億
円

新 潟 県 の最低賃金 、 知 っ て い ま す か ？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

２
０
２
０
年
度  

第 

３ 

回 

通 

常 

総 

会
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地
域
貢
献
の
一
環
で
、
「
県
央
エ
リ
ア
の

こ
ど
も
食
堂
８
个
所
」
そ
れ
ぞ
れ
に
「
玄

米
30
㎏
、
授
産
施
設
の
ク
ッ
キ
ー
詰
め
合

わ
せ
、
寄
附
金
10
万
円
」
を
贈
呈
す
る
こ

と
と
な
り
、
地
区
労
福
協
も
贈
呈
式
に
出

席
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
多

く
の
働
く
者
、
生
活
者
の
方
が
不
安
で
大

変
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
「
県
央

地
区
労
福
協
」
と
し
て
、
構
成
団
体
や
地

域
と
連
携
し
、
地
域
貢
献
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

上
越
地
区
労
福
協
は
、
７
月
６
日（

月)

２
０
２
０
年
度
総
会
を
開
催
し
、
前
年
度

の
総
括
を
行
い
、
今
年
度
の
活
動
・
運
動
、

予
算
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
持
ち
回
り
で
の
書

上
越
地
区

面
決
議
と
な
り
、
多
人
数
が
集
ま
る
活
動
、

学
習
に
つ
い
て
は
不
実
施
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
が
収
束
す

る
ま
で
は
同
様
の
取
り
組
み
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
時
こ
そ
、
労
福
協
の
使
命
と
役
割
に
あ

る
よ
う
に
、
「
社
会
的
運
動
と
政
策
制
度

の
実
現
」
、
「
暮
ら
し
の
総
合
支
援
」
、

「
労
福
協
運
動
の
基
盤
強
化
と
ウ
イ
ン
グ

拡
大
」
、
「
自
治
体
へ
の
政
策
要
望
」
等
、

密
に
な
ら
な
い
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
２
０
２
１
年
１
月
７
日
（
木
）

に
は
新
春
交
歓
会
を
開
催
予
定
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
が
収
束
し
、

そ
ろ
っ
て
の
新
年
が
迎
え
ら
れ
れ
ば
い
い

な
ぁ
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

新
潟
地
区

　

新
潟
地
区
労
福
協
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
団
体
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
新
潟
市
内

在
住
の
生
活
の
厳
し
い
ひ
と
り
親
世
帯

１
２
０
世
帯
へ
毎
月
５
キ
ロ
の
お
米
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
宅
配
し
て
も
ら
い
、

食
料
支
援
と
利
用
者
へ
の
精
神
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
も
と
も
と
所
得
が
低

い
方
々
が
更
な
る
厳
し
い
生
活
環
境
に
陥

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
潟
市
長
へ
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
の
強
化
の
た
め
に
要
望
活

動
を
行
い
現
状
と
課
題
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
緊
急
食
料
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
６
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
地
元
ス
ー
パ
ー
か
ら
購
入
し
た
食
料

と
、
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
し
た
野
菜
、
新
潟
市

か
ら
寄
付
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
等
を
宅
配

し
、
ひ
と
り
親
家
庭
３
２
０
世
帯
９
０
８

人
へ
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
「
も

や
し
ば
か
り
の
食
卓
に
久
し
ぶ
り
に
サ
ラ

ダ
や
煮
物
が
食
べ
ら
れ
た
」
「
食
費
が
抑

え
ら
れ
て
助
か
っ
た
」
等
の
多
く
の
喜
び

の
声
が
届
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
お
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

県
央
地
区

　

県
央
地
区
労
福
協
は
、
２
０
１
２
年
５

月
に
結
成
さ
れ
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

以
来
「
労
福
協
運
動
を
通
し
て
地
域
社
会

と
繋
が
り
貢
献
し
よ
う
！！
」
を
掲
げ
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
２
０
２
０
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
県
央
」
の
開
催
を
10
月
に

予
定
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
合
県
央
地
協
も
同
様
で
、
３

月
か
ら
の
活
動
を
制
限
し
て
い
ま
す
が
、

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter

NiigataLetter

地
区
労
福
協
か
ら
の

iga
ta Letter

【 海津議長より三条市「わくわく食堂」へ贈呈 】

【 ２０２０年新春交換会 】

【 新鮮野菜を箱詰めし宅配へ 】
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労
福
協
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
運
動
と
し

て
、
全
国
統
一
の
「
２
０
２
０
全
国
福
祉
強

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
、
本
年
も
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

特
に
２
０
２
０
年
度
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
現
在
も
多
く
の
国
民
が

「
感
染
拡
大
の
防
止
」
と
「
社
会
・
経
済
活

動
の
展
開
」
の
は
ざ
ま
の
中
で
、
生
命
・
健

康
の
不
安
と
経
済
低
迷
に
よ
る
所
得
低
下
・

雇
用
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
が
長
期
化
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
中
、
ま
さ
に
今
、
私
た
ち
労

福
協
が
使
命
と
役
割
を
発
揮
し
、
困
難
を
抱

え
る
生
活
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
穏
や
か

な
日
常
を
取
り
戻
す
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
は
、
共
助
拡
大
・

利
用
促
進
な
ど
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
を
柱

に
、
そ
の
時
々
の
社
会
的
課
題
を
設
定
し
、

一
定
期
間
、
共
通
テ
ー
マ
で
全
国
的
に
集
中

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
労
福
協
と
他
団
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
連
帯
を
通
じ
て
社
会

へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
高
め
る
と
と
も
に
、
労
働

者
福
祉
の
充
実
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
並
行
し
て
県
労
福
協
の
独
自

課
題
を
、
左
記
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅰ
．
名
称　

｢

２
０
２
０
全
国
福
祉

�

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」　

Ⅱ
．
時
期　

９
月
～
12
月

Ⅲ
．
テ
ー
マ
と
取
り
組
み
項
目

【
中
央
労
福
協
】

１
．
全
国
共
通
テ
ー
マ

♦�

労
働
者
福
祉
運
動
で
共
助
の
輪
を
地
域
に

広
げ
よ
う
！

♦�

生
活
・
就
労
支
援
を
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
支
え
よ
う
！

♦�

今
こ
そ
、
労
福
協
の
力
を
！
（
力
強
く
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
合
言

葉
）

２
．
基
本
ス
タ
ン
ス

⑴�　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の
深
刻
な
状
況
に
鑑

み
、
休
業
・
失
業
に
よ
っ
て
困
窮
に
陥
っ

て
い
る
生
活
者
（
勤
労
者
・
学
生
等
）
へ

の
支
援
を
喫
緊
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

全
国
統
一
行
動
と
し
て
展
開
す
る
。

⑵�　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
る
な
か
、
地
域
事
情
に
応
じ
て
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
・
研
修
会
／
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

広
報
・
情
報
発
信
／
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
対
応
な
ど
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
対
面
・
集
合
し
て
行
う
活
動

と
の
使
い
分
け
を
は
か
る
。

３�

．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
課
題
の
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容

⑴�　

地
方
自
治
体
へ
の
政
策
・
制
度
要
請

（
緊
急
の
要
請
行
動
）

　

①�

通
常
要
請
…
中
央
労
福
協
提
供
の

「
２
０
２
０
年
度
自
治
体
に
対
す
る
政

策
・
制
度
に
関
す
る
要
求
」
を
活
用
。

　

②�

コ
ロ
ナ
禍
対
応
に
関
す
る
緊
急
要
請
…

各
地
区
労
福
協
に
お
い
て
判
断
し
て
対

応
す
る
。

⑵　

相
談
・
情
宣
活
動
の
充
実
、
強
化

　

①�
奨
学
金
に
関
す
る
全
国
一
斉
相
談
…
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
収
入
減
等
に
よ
り
奨

学
金
の
返
済
が
困
難
と
な
る
方
が
増
加

さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
全

国
統
一
の
相
談
を
実
施
す
る
（
11
月
６

日
㈮
）
。

　

②�

事
業
団
体
（
ろ
う
き
ん
・
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
）
と
の
連
携
…
ろ
う
き
ん

と
の
取
り
組
み
、
ろ
う
き
ん
が
展
開
す

る
生
活
応
援
運
動
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
行
い
、
困
難
を
抱
え
る
勤
労
者
の

生
活
を
下
支
え
す
る
。
…
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
と
の
取
り
組
み
、
全
国
の

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
で
展
開
す
る

保
障
設
計
運
動
と
連
動
し
、
生
活
の
リ

ス
ク
に
備
え
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

　

③�

中
央
労
福
協
が
行
う
取
り
組
み
の
有
効

活
用
…
２
０
２
０
年
度
全
国
研
究
集
会

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）
を
配
信
す
る
。
ま
た
、

地
方
労
福
協
に
対
し
て
、
国
が
行
う
各

種
支
援
策
を
随
時
情
報
提
供
す
る
。

⑶�　

生
活
・
就
労
応
援
基
金
（
愛
称
：
ろ
う

ふ
く
エ
ー
ル
基
金
）
と
連
携
し
た
取
り
組

み
…
「
生
活
・
就
労
応
援
基
金
」
を
設
置

し
、
地
方
労
福
協
が
取
り
組
む
生
活
・
就

労
支
援
を
助
成
す
る
。

中
央
労
福
協
・
新
潟
県
労
福
協

｢
２
０
２
０
全
国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

 

取
り
組
み
に
つ
い
て
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所(

県
労
福
協
は
事
務
所
対
応
す
る)

。

　
ｃ　

�

対
象
者
：
県
労
福
協
が
実
施
す
る
一

斉
相
談
の
対
応
者
お
よ
び
地
区
Ｌ
Ｓ

Ｃ
相
談
員
。

⑵�　

奨
学
金
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
つ

い
て

　

�　

新
潟
県
内
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
新
潟
県

担
当
部
局
お
よ
び
関
係
者
に
よ
る
継
続
的

な
奨
学
金
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
が
可

能
と
な
る
よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

２
．
自
治
体
要
請
行
動
の
実
施

　
�　

地
区
労
福
協
は
、
年
内
を
目
途
に
「
県

労
福
協
の
要
請
書
」
を
参
考
に
し
、
地
域

課
題
を
加
味
し
て
可
能
な
限
り
要
請
書
を

作
成
し
、
地
区
労
福
協
内
の
自
治
体
に
対

し
て
要
請
行
動
を
展
開
す
る
。

　

※�

要
請
書
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
９
回
理

事
会
（
８
月
19
日
㈬
）
に
原
案

３�

．
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本

部
と
連
携
し
た
取
り
組
み

　

�　

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本

部
は
、
社
会
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
「
７
才
の
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
「
こ

ど
も
の
成
長
応
援
プ
ロ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
連
動

し
て
い
る
共
済
普
及
推
進
活
動
を
通
じ
て
、

会
員
へ
「
も
し
も
の
保
障
点
検
」
を
す
す

め
る
。�

こ
く
み
ん
共
済�

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
組
合

【
新
潟
県
労
福
協
】

１
．
奨
学
金
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み

⑴　

奨
学
金
に
関
す
る
一
斉
相
談

　

①
日
時
：
11
月
６
日
㈮
10
：
00
～
16
：
00

　

②
場
所
：
県
労
働
者
福
祉
協
議
会(

事
務
室)

　

③�

対
応
者
：
労
福
協
（
３
名
）
・
奨
学
金

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー
（
１
名
程

度
）
〔
メ
ン
バ
ー
：
労
働
金
庫
・
こ
く

み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
・
連
合
新
潟
・
日

教
組
（
高
教
組
）
・
ろ
う
き
ん
福
祉
財

団
・
江
花
弁
護
士
〕

　

④
対
象
者
：
全
て
の
新
潟
県
民

　

⑤
周
知
方
法
：

　
ａ　

�

マ
ス
コ
ミ
対
応
（
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、

特
に
、
新
潟
日
報
の
掲
載
を
要
請
）

　

ｂ　

Ｆ
Ｍ�

新
潟
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
Ｃ
Ｍ

　
　
　

�

※
10
月
28
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
27

回
放
送
（
１
回
２
０
秒
）

　
ｃ　

�

加
盟
団
体
の
構
成
員
（
組
合
員
な

ど
）
に
チ
ラ
シ
を
配
布
。

　
　
　

※
チ
ラ
シ
２
，
０
０
０
枚
作
成
。

　

⑥
相
談
体
制
の
整
備

　
　

�

全
国
一
斉
相
談
の
実
施
に
向
け
て
、
例

年
開
催
し
て
い
た
「
奨
学
金
問
題
相
談

員
養
成
研
修
」
は
実
施
せ
ず
、
中
央
労

福
協
が
開
催
す
る
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
実
務
者
・
相
談
員
研
修
」

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
参
加
）
。

　
ａ　

日
時
：
10
月
６
日
㈫

　
　
　

13
：
00
～
17
：
00

　

ｂ　

�

場
所
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
対
応
が
可
能
な
事
務

員
と
な
れ
ば
、
健
康
維
持
促
進
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
健
康
点
検

サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
会
員
の
健
康
と
同
時
に
、
未
来
の
社

会
を
担
う
『
こ
ど
も
』
た
ち
を
守
り
、
育

て
る
活
動
は
、
永
続
的
な
労
働
者
自
主
福

祉
運
動
の
た
め
に
も
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

労
福
協
は
本
取
り
組
み
に
協
力
す
る
。

４
．
福
祉
事
業
団
体
と
の
連
携

　

�　

労
働
金
庫
と
、
こ
く
み
ん
共
済�

ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
が
協
同
で
作
成
す
る
チ
ラ
シ
配
布
に

つ
い
て
、
労
福
協
は
協
力
す
る
。

５�

．
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」
お
よ
び

「
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
絡
協
議
会
」

と
の
連
携

　

�　

４
月
27
日
、
「
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク

連
絡
協
議
会
（
11
地
区
）
」
（
新
潟
市
・

三
条
市
・
長
岡
市
・
柏
崎
市
・
新
発
田

市
・
村
上
市
・
五
泉
市
・
加
茂
市
・
見
附

市
・
上
越
市
・
佐
渡
市
）
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
「
子
ど
も
未
来
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
」

支
援
を
最
大
の
目
的
と
し
て
結
成
し
た
。

活
動
に
対
す
る
支
援
の
輪
が
広
が
り
当
初

の
計
画
よ
り
も
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、

支
援
を
求
め
る
方
に
支
援
を
行
っ
て
い
る

現
状
に
あ
る
。

　

�　

県
労
福
協
は
、
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い

が
た
」
の
活
動
支
援
と
同
様
の
対
応
を
行

う
。

�

以　

上
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２
０
２
０
年
３
月
発
刊
の
調
査･
研
究
報

告
書
、
『
あ
し
た
へ
―
平
成
時
代
を
振
り

返
っ
て
―
』
所
収
の
論
文
の
う
ち
、
今
回

は
、
種
田
和
義
氏
「
若
者
か
ら
未
来
奪
っ
た

雇
用
破
壊
―
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
失
わ
れ
た

20
年
―
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

元
新
潟
日
報
論
説
編
集
委
員
長
で
、
現
在

は
大
学
で
マ
ス
コ
ミ
論
も
教
え
る
筋
金
入
り

の
新
聞
人
で
あ
る
種
田
氏
が
、
こ
の
30
年
の

若
者
の
雇
用
を
ど
う
捉
え
た
の
か
。
バ
ブ
ル

期
の
取
材
体
験
も
踏
ま
え
て
鋭
く
描
き
出
し

た
論
稿
と
な
っ
て
い
る
。

若
者
の
雇
用
と
い
う
面
で
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
成
果
を
ど
う
捉
え
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
新
政
権
が
発
足
し
た
現
在
、
あ
ら
た
め

て
検
証
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ど
こ
（
い
つ
）
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
違

い
が
あ
る
の
か
と
の
視
点
は
欠
か
せ
な
い
。

「
平
成
30
年
間
」
と
い
う
括
り
で
い
え
ば
、

バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩
壊
、
そ
し
て
今
日
に

至
る
法
制
度
を
含
め
た
社
会
情
勢
の
変
化
が
、

若
者
の
雇
用
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

種
田
氏
は
、
１
９
８
５
年
の
プ
ラ
ザ
合
意

を
重
要
な
画
期
と
し
、
そ
の
後
の
円
高
不
況

対
策
と
し
て
採
ら
れ
た
低
金
利
政
策
等
が
バ

ブ
ル
を
ひ
き
起
こ
し
た
と
こ
ろ
か
ら
論
じ
て

い
る
。
バ
ブ
ル
期
の
諸
相
と
し
て
、
「
億

シ
ョ
ン
や
ス
ー
パ
ー
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
会
員
権

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
」
、
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク

や
リ
ゾ
ー
ト
地
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
は

い
つ
も
満
員
」
、
「
企
業
は
接
待
費
や
交
際

費
を
青
天
井
の
大
盤
振
る
舞
い
」
等
々
を
挙

げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
前
で
あ
っ
た
本
報
告
書

執
筆
段
階
で
の
「
地
方
創
生
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
観
光
立
国
、
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

施
設
）
等
、
安
倍
政
権
で
の
バ
ブ
ル
を
思
わ

せ
る
政
策
へ
の
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

な
お
、
種
田
氏
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み

の
「
経
済
政
策
」
に
対
し
、
感
染
症
等
の
リ

ス
ク
対
策
を
一
切
考
慮
し
な
い
危
険
性
を
、

早
く
か
ら
指
摘
し
て
き
た
数
少
な
い
論
者
で

あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

【「
就
職
氷
河
期
」
と
労
働
環
境
の
破
壊
】

「
バ
ブ
ル
期
が
終
わ
り
、
景
気
の
低
迷
期

に
入
る
と
、
超
売
り
手
市
場
は
一
変
す
る
。　

人
件
費
抑
制
の
リ
ス
ト
ラ
と
新
規
採
用
抑

制
の
影
響
を
も
っ
と
も
受
け
た
の
が
、

１
９
９
３
～
２
０
０
４
年
頃
に
大
学
卒
業
を

迎
え
た
年
代
、
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代

で
あ
る
。

大
学
新
設
の
自
由
化
を
背
景
と
し
て
大
卒

者
増
加
の
一
方
で
求
人
は
減
り
、
大
卒
者
の

就
職
率
は
１
９
９
１
年
の
81
・
３
％
か
ら
95

年
に
は
60
％
台
、
２
０
０
０
年
か
ら
06
年
ま

で
は
50
％
台
と
な
る
。
大
学
院
進
学
率
と
合

わ
せ
て
考
え
る
と
、
21
世
紀
初
頭
の
日
本
で

は
、
男
子
学
生
で
約
３
人
に
１
人
が
定
職
に

就
け
な
か
っ
た
と
の
記
述
の
通
り
、
ま
さ
に

多
く
の
若
者
が
行
き
場
所
を
な
く
し
た
の
で

あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
就
職
氷
河
期
の
問
題
と
は
、

行
き
場
所
の
な
い
若
者
だ
け
に
限
っ
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
正
規

で
就
職
で
き
た
新
卒
者
が
強
い
ら
れ
た
の
は

過
酷
な
労
働
環
境
で
あ
り
、
就
活
に
失
敗
し

た
若
者
た
ち
が
向
か
っ
た
の
は
非
正
規
職
場

で
あ
っ
た
。

前
者
で
い
え
ば
、
人
を
育
て
る
余
裕
の
な

く
な
っ
た
企
業
で
は
、
新
入
社
員
で
も
容
赦

な
く
結
果
が
求
め
ら
れ
、
長
時
間
残
業
や
過

酷
な
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
た
。
「
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
」
等
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
労
働
環
境

の
破
壊
は
高
い
離
職
率
を
招
い
た
。

後
者
で
い
え
ば
、
労
働
規
制
の
緩
和
に
よ

る
非
正
規
雇
用
の
常
態
化
、
と
り
わ
け
若
年

層
の
非
正
規
化
で
あ
る
。
そ
し
て
非
正
規
で

は
特
に
顕
著
と
な
っ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

（
働
く
貧
困
層
）
の
問
題
で
あ
る
。
正
規
労

働
者
は
１
９
９
７
年
の
３
８
１
２
万
人
か
ら

２
０
１
０
年
に
は
３
３
５
５
万
人
に
減
少
し
、

逆
に
非
正
規
労
働
者
は
１
１
５
２
万
人
か
ら

１
７
５
６
万
人
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
19
年

（
７
～
９
月
期
、
速
報
）
に
は
２
１
８
９
万

人
に
達
し
て
い
る
。
約
４
割
が
非
正
規
雇
用

と
い
う
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
労
働
政
策
・
雇
用
政
策
の
転
換
期
に
】

新
潟
県
は
今
年
初
め
て
、
就
職
氷
河
期
世

代
を
対
象
と
し
た
正
規
職
員
採
用
試
験
を
実

施
す
る
。
先
日
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
一
般
事

務
職
の
競
争
率
は
実
に
62
倍
と
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
県
外
の
自
治
体
に
お
い

て
も
同
様
の
採
用
試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、

失
わ
れ
た
数
十
年
の
「
犠
牲
者
」
へ
の
支
援

が
始
ま
っ
た
こ
と
自
体
は
大
き
な
前
進
で
あ

る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
「
救
済
」
さ
れ

る
の
は
ほ
ん
の
一
握
り
で
し
か
な
い
。

ま
た
、
現
在
の
若
者
に
と
っ
て
は
、
す
で

に
か
つ
て
の
就
職
氷
河
期
と
は
異
な
る
状
況

に
あ
る
（
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
不
況
で
先

行
き
は
不
透
明
で
あ
る
が
）
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
氷
河
期
世
代
を
「
も
う
終
わ
っ
た

話
」
に
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
若
者
の
雇
用
の
30
年
」
を
振
り
返
り
、

そ
の
問
題
の
根
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
重
く
受

け
止
め
る
こ
と
を
、
「
新
し
い
時
代
」
の
出

発
点
に
お
い
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

�

齋
藤　

喜
和
）

揺
れ
動
い
た
「
平
成
時
代
」
か
ら
の
教
訓
を
探
る

　
　―

 
「
就
職
氷
河
期
世
代
」
と
い
う

　
　
　
　    
言
葉
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
現
実―

３

２
０
１
９
年
度
調
査
・
研
究
事
業
報
告
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り
労
協
法
を
志
向
し
実
践
し
て
き
た
日
本
労

働
者
協
同
組
合
連
合
会
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
）
は
、
そ
の
歩
み
の
中
で
「
人
間
ら
し
く

働
く
」
こ
と
を
土
台
に
「
協
同
の
関
係
」
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、

協
同
労
働
と
い
う
働
き
方
を
社
会
全
体
に
広

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
約
20
年
に

わ
た
り
法
制
化
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

❖
「
協
同
関
係
」
の
再
構
築
に
よ
り
、
持
続

可
能
で
活
力
あ
る
地
域
を
実
現
し
て
い
く
上

で
、
労
協
法
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
働
く

こ
と
を
人
間
的
で
創
造
的
な
営
み
に
高
め
、

全
て
の
人
々
が
働
く
こ
と
を
通
し
て
豊
か
さ

と
幸
福
感
が
得
ら
れ
、
社
会
全
体
が
持
続
可

能
に
発
展
す
る
こ
と
を
念
じ
る
❖
２
０
２
１

編
集
後
記

❖
『
労
働
者
協
同
組
合
法
（
以
下
・
労
協

法
）
」
と
は
、
生
活
協
同
組
合
法
、
農
業
協

同
組
合
法
等
と
ど
こ
が
違
う
の
か
❖
そ
も
そ

も
労
協
法
と
は
、
①
組
合
員
が
出
資
し
、
②

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
反
映
し
て
組
合
の
事
業

が
行
わ
れ
、
③
組
合
員
自
ら
が
事
業
に
従
事

す
る
こ
と
を
基
本
原
理
と
す
る
組
織
で
あ
る

❖
先
の
通
常
国
会
最
終
盤
に
、
全
党
・
全
会

派
一
致
で
衆
議
院
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
受
理

さ
れ
た
が
、
会
期
日
程
の
関
係
で
次
期
の
国

会
で
成
立
を
期
す
こ
と
と
な
っ
た
❖
労
協
法

が
成
立
し
た
場
合
、
何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
。
法
案
成
立
に
向
け
30
年
以
上
に
渡

今 後 の 日 程
10月 14日（水） 第６回奨学金ネットワーク設立準備

会 （新潟市：勤労福祉会館）
第７回長岡市PS支援調整会議（就
労･障がい関連)(長岡市：トモシア)

15日（木）消費生活ネットワーク新潟理事会
 （新潟市：新潟東映ホテル)
22日（木） 第33回県労福協チャリティーゴル

フ大会（フォレストゴルフクラブ）
第６回新潟市PS支援調整会議
 （新潟市：勤労福祉会館）

27日（火）第７回長岡市PS支援調整会議
（生活関連）(長岡市：トモシア）

28日（火）第30回連合新潟年次大会
 （新潟市：ANAクラウンプラザホテル）

11月 ６日（金） 全国一斉奨学金に関する電話相談
 （新潟市：勤労福祉会館）
10日（火） 新潟県労福協監事による期中監査

（訪問）(長岡市PS、新潟県PS(会
計書類)、ソレイユ三条）

11日（水）第130回県労福協理事会
 （新潟市：勤労福祉会館）
13日（金） 県労福協パーソナルサポートセンター

職員研修会(新潟市：勤労福祉会館)
20日（金）中央労福協加盟団体代表者会議
 （東京都内）
25日（水） 新潟ろうきん福祉財団「地域づくり

セミナーin長岡」
 （長岡市グランドホテル）

第８回長岡市PS支援調整会議
（生活関連）（長岡市：トモシア）

26日（木）新潟県労福協監事による期中監査
（書類）(新潟市PS、新潟県PS ）
第７回新潟市PS支援調整会議
 （新潟市：勤労福祉会館）

12月 ２日（水）  東部ブロック第55回定期総会および
東部ブロック第228回幹事会

 （新潟市内）
９日（水）  第９回長岡市PS支援調整会議（就

労･障がい関連)(長岡市：トモシア)
10日（木）消費生活ネットワーク新潟理事会
 （新潟市：勤労福祉会館）
23日（水） 第９回長岡市PS支援調整会議

（生活関連）（長岡市：トモシア）

年
度
以
降
の
地
区
労
福
協
の
活
動
や
、
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
現
在
論
議
を
進

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
区
労
福
協
が
取
り

組
む
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
労
協
法
を
活
用

し
た
組
織
が
各
地
域
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
事

業
が
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
今
か
ら
祈
っ
て
い
る
。
❖
11
月
６
日

に
奨
学
金
相
談
会
を
行
う
。
多
く
の
方
か
ら

相
談
が
い
た
だ
け
る
よ
う
今
年
度
は
「
Ｆ
Ｍ

新
潟
」
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
Ｃ
Ｍ
を
10
月
28
日
か

ら
11
月
５
日
ま
で
27
回
（
１
回
20
秒
）
放
送

す
る
予
定
で
あ
る
❖
ぜ
ひ
奨
学
金
問
題
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
方
は
相
談
し
て
ほ
し
い
。

(

電
話
：
０
２
５
―
２
８
１
―
０
９
１
０)

（
新
光
町
の
カ
ン
ペ
イ
）


